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研究要旨 

 東京慈恵会医科大学附属病院ペインクリニックは痛みセンターを標榜し、身体科の医師と理

学療法士、臨床心理士が協力して慢性痛患者を診療する体制を取っている。令和4年度におい

てもこの体制を継続し、多職種による慢性痛診療を行った。 

 

Ａ．研究目的 

慢性痛は身体・心理・社会的側面を持つ複

雑な病態であるため、多職種による診療アプ

ローチの有効性を検証するため。 

 

Ｂ．研究方法 

 当院ペインクリニックを受診する患者のう

ち全ての慢性痛患者に、初診時から3か月毎

に各種心理物理質問票を記入させ、多職種に

よる診療を行った。データには患者の個人情

報が残らず集計に影響しないように配慮した。 

 

Ｃ．研究結果 

本年度も3か月以上続く慢性痛を持つ新患

者数百名を受け入れた。これらの患者の延べ

約6,000回以上に及ぶ外来診療において、約

10％の頻度で理学療法士による運動療法また

は臨床心理士による認知行動療法を行った。

患者らの反応、コンプライアンスは概ね良好

であり、身体科医師による薬物および神経ブ

ロック療法だけではカバーできない幅広い治

療内容を提供することが出来た。 

 

Ｄ．考察 

学際的診療は慢性痛診療に有効である。各

種質問票による心理物理指標の記録は、その

アウトカムを検証するために有効なデータベ

ースになると期待される。その施設横断的集

計が進んでおり、大規模データから慢性痛診

療に有用な知見が得られると期待される。 

 

Ｅ．結論 

痛みセンターにおける学際的慢性痛診療は

有効である。様々な心理物理指標の施設横断

的解析により治療効果の具体的内容を導き出

し、これを診療に役立てる必要がある。 

 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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